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自己の時間的連続性 に関する臨床心i理学的考察

村 田 直 子

【要 旨】

時間は生まれてか ら死ぬまでの我々の生 に密接 に関わっているものである。それゆえ時 間的 に連続 した自己 を保

てることが、個 人の同一性 や主体性 ζ大 きく関係 し、発達 や健康の一つの指標 となる。本論の前半部 では、時間的

展望研究や精神医学的な理論 を援用 して、時 閣的連続性か ら見 た自己のあ り方 について考究 を深めた。 また現代 日

本 における分裂 や解離の機制 に言及 し、時間的連続性を達 成す ることの困難 さについて も論 じた。
一方心理療法 においては

、クラィエ ン トとセラピス トの関係が もっとも重視 され、セラピス トは クラィエ ン トと

時間を共 に生 きることが面接場面では要求 される。筆者は、Schwingの 「母 なるもの」や、Jacobyの 「楽園願望」、

Winnicottの 「存在の連続性」等 の知見 を用い、クライエ ン トとセラピス トが協同 して時間的連続性 を紡 いでい くこ

との重要性を強調 した。常に未来 と直面 し続 けるとい う自己更新の作業は孤独であるが、他者の存在によって新た

な可能性が生 まれることと思 われる。

1、 は じめ に

時 間 は我 々の誕 生 か ら死 までの 生命 活動 に密 接 に 肉薄 した もの であ る。我 々 は常 に 、究 極 の未 来 であ る

死 を潜 在 的 に内包 しなが ら生 きる存在 で あ る とい うこ とが で きる。 しか しなが らこれ まで の臨床 心理 学 に

おい て は、 ク ライエ ン トの過去(特 に幼少 期)の 対 象 関係 ばか りが強調 され、生 を大 前提 とした ミク ロな

視 点 で語 られる こ とが 多す ぎた よ うに思 われ る。、そ こで本論 で は 、時 間や生 命 の有 限性 を素 材 に心理 療法

につ い て論 じて い きたい と思 う。 とい うの も 「誕生 と死 との 間の現 存在 の伸 張(Erstreckung)」(Heideg-

ger訳 書1963,3〔 過頁)と い う見地 によ って初 めて 、"この ク ライエ ン トは なぜ 今 こ こで(ど うせ 死 ぬの に

も関 わ らず)、 この苦悩 に と らわれて い るのか"と い う全体 的 な術 畷や 、"自 分 は なぜ 今 ここで(ど うせ死

ぬの に も関 わ らず)、 この苦悩 す る クラ イエ ン.トに対峙 してい るの か"と い うセ ラピス トの 内な る問 いが啓

かれ るか らで あ る。

上 記 の よ うな生 命 の有 限性 を考 え た と き、生 きる営 みそ の もの が時 間 を生 み 出す行 為 で ある こ とが 明 ら

か とな る。「我 々 自身の存 在 構造 が時 間 の原 形態 を絶 えず 産 出 し続 け てい る」(木村2901,65頁)と い うよ

うに、死 の可 能性 を内包 しなが ら生 きるこ とは 自分 自身 を時 間 と して展 開 させ てい くこ とで あ る。 その意

味 で 自己 と時 間 はほ ぼ同義 に考 え られ て よい もの と思 われ る。

誕 生 を一端 に担 い 、「死 へ 臨 む存在」(Heidegger訳 書,1963)と して 時間 を産 出 し続 ける行 為 は また、一

瞬 ご とに未 来 に接 触 しそ れ を現 在 に組 み込 ん でい くとい う絶 え ざる 自己更新 の構 造 で もあ る。一 般 に心理

療 法 におけ る 目標 に は、 ク ライ番 ン トの 自我機 能 を強 化す る とい う こ とが一 つ に挙 げ られ るが 、 これ を上

記の文 脈 で考 え る と、"私が私 で ある"同 一 性 や主体 性 を支 え る もの と して 自己 の時 間的連 続 性 は必須 とな

って くる といえ る。つ ま り一瞬 ご とに未知 なる未 来 と遭 遇 しつ つ 、そ の体験 を自己 の歴 史 に組み 込 んだ上

で、 それ で もなお 一貫 した存在 で い られ る こ とが 、生 きる営 み の基 本 であ りま さ しく自我 機 能の 高 さで も

あ るか らであ る。

今 日、精 神科 領 域で は解 離性 障 害の 診断 や治 療 の困 難 さが指摘 され てい るが(岡 野,2007)、 解 離症状 も

また この時 間 的連 続性 の問 題 であ る。 同様 にそれ 以外 の精神 疾患 に も未 来 や過去 の突 出 が見 られ 、 自己が

ダメー ジを受 け る とその 人の時 間 的連続 性 もお のず とね じれ る といえ る。 また一 方 で、前 世 紀末 に小 此木

(1980)が 指 摘 した人 々や社 会の シゾ イ ド現 象 は、IT化 に よって さ らに加速 してい る印 象が あ り、人 々が連

続 的 な 自己 を持 って生 きてい くこ との 困難iさが ここで も見 られ る。 この時代 におい て 自己の 時問 的連 続性
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をどの よ うに定義 し、心 理療 法 に携 わ る者 と して クラ イエ ン トの生 き よう を どの よ うに捉 え るのか とい う

問い を抱 えつつ 、以 下の論 を進 めた い と思 う。

2、 時間的展望研究か ら

Lewin,K.(訳 書,1979)に よ って提 唱 され た時 間的展 望 の定義 とは 、「あ る一定 の 時点 にお け る個 人の

心理 学 的過去 お よび未来 につい ての見 解 の総 体」(Lewin訳 書 ユ979,86頁)で あ り、 これは いわ ゆ る時 間

的 な"み とお し"を 指 して い る と考 えて よい。 また 白井(1997)は 、時 間的展 望 に は、① 動機 づ け機 能②

人格 的機 能③ 共 同化 機能 が あ る と述 べ てい る。動 機 づ け機能 は 、未来 の 目標 の ため に現在 にお い て努力 す

る こ とを可 能 に し、 人格 的機 能 は、過 去 を引 き受 け て未来 の死 と直面 す る こ とで実 存 的 な生の獲 得 を可 能

にす る。 また共 同化 機能 とは他者 と時間 的展 望 を共有 し一つ の こ とを達成 す る とい う点で 、周 囲 とのつ な

が りを形 成 す る ことがで きる と考 え られ よう。 これ らはいず れ も我 々が社 会 で生 きてい くため に必 要不 可

欠 な機能 で あ る。

しか しこ う した機 能 は、 人生 の最 初か ら備 わ って い るの では ない。 幼児 期 か ら児 童 期 にか けて 、時 間概

念が 徐 々 に発達 してい く一 方で 、依 然 と して 「子 ど もの 生活 は 、興味 を追 う断片 的 な連続 で あ って、現 在

を過 去 の必 然的 な結 果 と考 えた り、 未来 を現 在生 きてい くため に意識 的 に使 うとい う ような こ とはで きな

い」(小 宮 山1977,71頁)の で あ る。子 ど もは、特 に現 在 と未 来 を切 り離 して考 え て お り、Piaget(訳

書,1980)の い う ところの 、具体 的操 作 期 か ら形 式 的操作 期へ の移行 が進 むにつ れ 、 ようや く未来 へ の関

わ りが可 能 に な る とされて い る。子 ど もの とる様 々な行 動 は、「単 に物 質 的 な諸対 象 それ 自身 に依拠 す る ば

か りで は な く諸 事物 の表 象 に依 拠す る想 像 され た諸 行動 で二 重 化 され」(Piaget訳 書1980,325頁)て い

くの であ り、 こ こに時 間的 展望 、 さらにい うと、現 在 と未 来が生 き生 き とつ な が り始 め る とい う時 間的連

続性 の萌芽 を見 て とる こ とがで きる。そ して これ らは 、思春 期 ・青 年期 に突 入す る と一気 に構 造化 が進 み 、

Erikson,E.H.の 自我 同一性 の必須 事項 の一 つ に入 って くるの であ る。

自我 同 一性 の概念 は幅広 いが 、理 論上 は、 自己 の単一 性 ・連続 性 ・不 変性 ・独 自性 の感 覚 の こ とを指す

(遠藤,1981)。 これ を実現 す る ため には 、 自分 の居 場所 としての杜 会 的 なア イデ ンテ ィテ ィと共 に、 自己

の内 的 な感覚 と して"私 は私 であ る"と い う支 えが必 要で あ り、 その感 覚 に大 き く関 わる のが時 間 的展望

の概 念で あ る といえ る。筆 者 は こ こで 時 間的展 望 を、 さらに詳 細 に 自己の 時間 的連 続性 とい う概 念 に読 み

替 え て捉 えた い。 とい うの もこの時 期 に は、時 間 の歪み ・遅滞 ・分 断が 病理 的 な形 で出現 しやす く、時 間

的な"展 望"が 成 立す る以 前 に 、内的 な自己 の一 貫性;時 間 的連続 性 が相 当 に脅 か される か らであ る。「青

年 は大 変幼 く、 まる で赤 ん坊 み たい に感 じる か と思 う と、 もはや若 返れ な くなって しまっ たほ ど年 を取 っ

た よ うに感 じる」(Erikson訳 書1973,166頁)と い う ように 、 自己 イメー ジ はめ ま ぐる しく変動 し、生誕

以来 の歴 史 にお ける現 在 の 自己の位 置 が正 し く認識 で きず 、 これ まで の 自己の 積み 重 な りへ の不 信 が生 ま

れて い く。"生誕 か ら綿 々 と続 い て きた、 唯一無 二 の私 とい う存 在"を 考 え よう と した とき、時 間的 展望 の

中の 、特 に時 間的連 続性 に焦点 を絞 って、 そ の内容 を抽 出 してい く必 要 が あ る。

我 が国 にお い ては 、青年 の 、特 に未 来 に関す る時 間 的展 望 は、明 確 で長 い方 が適 応が よい と され て きた

が(白 井1997,都 筑1998)、 尾崎(1999a,1999b)は 、「どんな に長 期 的で 肯定 的 な将来 展望 を持 って

いて も、 それ は現 在 の個 入の あ り方 には ほ とん ど意 味 を持 た ない ので は なかろ うか」(尾崎1999b,90頁)

と、 展望 の内 容 だけ で判 断す る こ とに異論 を唱 えて いるQこ れ は非 行少 年 が過 去 と切 り離 して未 来 を明 る

く考 え よ う とす る こ とや(白 井,2001)、 一 般 少年 の方 が将 来 を真剣 に考 える ため不 安が 高 ま るこ と(小 宮

山他,1966>等 を考慮 しての こ とで、 この 点 で尾崎 は現 在 と未 来の 自己の時 間 的連 続性 を強 調 して いる と

も考 え られ る。 こ う した流 れ を汲 み 、筆 者 は 白井(1994)の 時 間的 展望 体験 尺度 を参考 に 、「希望 」 「目標

指 向性 」「連続 性」の 三因子 か らなる未 来展 望尺 度 を作 成 し調査 を行 った。 その 結果 、時 間 的連続 性 を強 く

持 つ 青年 ほ ど、成 長不 安(成 長 を促 す積 極 的不 安)を 抱 き、充 実感 や実 存 意識 も高 い とい う結果 が やは り

得 られ たので あ る(村 田,2003)。 自己 を生 誕 以来 の歴 史 的な視 点 で捉 え、 未来 へ積 極的 に企 投 して い くと

い う行為 は 、反省 や予 測等 の現 実検 討 が伴 うため 、時 に不 安 を生 む こ と もあ る。 しか しそ れは生 活 の充実

感 や 、 自己が"今 ・ここ"に 息 づ い てい る こ とへ の確 か な手応 え を もた らす とい え る。
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以上 の議 論 を踏 まえ、 自己 の時 間的連 続性 とは 、「過去 ・現 在 ・未 来 の重 みが個 人 の 中で ほ どよ く統 合 さ

れて お り、個 人が 昨 日まで の 自己 を しっか りと引 き受 け、未 来 を志 向 しっ つ も現 在 を主体 的 に生 きる状 態」

であ る とい った ん定義 して、次 に進み た い と思 う。

3、 時問的連続性が断絶されるとき

前 項 では 、健常 人 め時 間的 連続性 を発達 的 な視 点で 見 た。代 わ って本 項 で は、 トラ ウマや 精神 疾患 にお

い て時 間的連 続性 が どの ように障 害 され てい くか を検討 した い。 冒頭 で述べ た ように、 自己 と時 間 の関係

は密接 であ り、 これ らはほぼ 同義 で ある と考 えて よい 。 自己が 大 きな ダ メー ジを受 け、 その 自明性 まで も

が問 わ れ る とき、同様 に時 間 も連 動 して非 本来 的 な形 に歪 んで い く。加 えて現代 は、個 人が それ ぞ れ複 雑

な 人間 関係 を持 って お り・、IT化 に よって ます ます こ う した"自 己の分 裂"に 拍 車が か か ってい る。 こ う し

た現代 社 会 の病理 につい て も考察 を加 えたい と思 う。

3-1ト ラウマや精神疾患に見 られる時間的連続性の断絶

西 澤(1999)に よる と、 トラウマ は心 の異物 と して未消 化 の ま ま残 り、あ たか も瞬 間冷凍 された かの よ

うにそ の後 もフラ ッシュバ ック と して鮮 明 に体 験 され る とい う。 そ して その よ うな再体 験 を繰 り返 し経 る

こ とに よって次 第 に トラ ウマ に伴 ってい た情動 が 低減 し、「その 体験 は 『過 去 の記憶 』 として、通 常 の記憶

と同 じように 自分 の歴 史の 一部 となっ た とい え る」(西 澤1999,40頁)と い う。 しか し"瞬 間 冷凍"さ れ

て い る うちは 、体 験 は い まだ過去 の もの とな らず 、物 理 的時 間の経 過 に 関係 な く、そ の人 は容易 に体 験 当

時 に引 き戻 され る こ とにな る。物 理 的時 間 としての現 在 が 自己 に とって の"現 在"に な らず 、体 験 当時 が
"現 在"に な

っ て しま う とい っ て も過言 で は ない だ ろ う。 通常 の よ うに過去 の記憶 が心 の 中で相対 化 され て

い かず 、あ る時点 の みが 突 出 し、そ の人 が現 在や 未来 の方 向 に 自分の 時 を紡 げな い とい う時 間的 連続 性 の

障害 が生 じる とい える。

一方 、精神 疾患 と時 間につ い て は次 の よ うな議論 が あ る。 しか しこれ には従来 か ら多 くの 指摘 が ある の

で 、 ここで は主 要 な もの を紹 介す るの に とどめた い と思 う。

まず うつ病 性 障害 につ い て は、比較 的 統一 的 な見解 が示 されて い る。Gebsattel(1928,1939)は うつ病

の 時間 の特徴 を未 来 の遮 断 に見 、思考 を始め とす るす べ ての精 神 機能 の緩慢 化 とい う 「基本 的生 命運 動 の

停止 」が生 じる と し、大 平(1990)も 、一般 に うつ 病者 の 時間 は鈍 く、「迂遠 」 とい う思 考 や動作 の緩 慢 さ

が 目立 つ と指 摘 す る。Teilenbach(訳 書,1985)は 、 メ ラ ンコ リー 親和 型 の人 間は 自分 に対す る要 求水 準 が

過 度 に高 く、 それが 達成 され ない場 合 に 「自己 自身 にお くれ をとる」事 態 と され る 「レマ ネ ンッ」 とい う

状 態が 惹起 され、 その負 い 目が個 人 を過 去 に引 き戻す と述 べ てい る。FoulksとWebb(1970>の 実 証研 究 に

よる と、 アル コー ル障害 者 や統 合失調 症 者 と比較 して、 うつ病 者 は未 来 の拡 が りが小 さ く過 去 の拡 が りが

大 きい ことが いわれ て いる。 また うつ病 者の 未来 は 、未知 や偶 然 の開 い た未 来 で はな く過去 の反 復 に も と

つ い てあ る程 度 予測 可 能 な閉 じられた未 来 であ る とい う(Kobayashi,2003)。 これ らか ら、 うつ病性 障 害

の 時 間は、 とにか く過去 の 支配力 が大 きく現 在や 未来 が それ に よって封 鎖 されて いる とま とめ る こ とが で

きよう。

て ん か ん に関 して は発 作 が 一 つ の 大 きな 契 機 と な る ため 、 こ れ を 中心 に様 々 な指 摘 が あ る。PIUgge

(1949)は 、発作 をク リーゼ(危 機 、転 機)と 捉 え、発 作 の前 兆 か ら意 識 の回復 まで を、①破 滅感 を持 った

電 撃的 な始 ま り、② 恐怖 感 と暗 い深 淵へ の突 入 、③ 記 憶 喪失 と共 に、 救 済 された ような幸福 な気 分 とい う

三 つ の段 階 で説 明 した。 これ は、意 識が 果 て しない 闇 に急降 下 してい く面 と、意識 が 回復 して心 機 一転 、

生 が仕 切 り直 され る面 の両方 が ク リーゼ とい う言 葉 で一括 され るので あ る。 またPauleikhoff(訳 書,1982)

は よ り端 的 に、「意 識消 失 は まず 精神 的時 間 の完全 な中断 を意 味 して い るので あ って、 意識 が消 失す れ ば時

間 はな くな る」(Pauleikhoff訳 書1982,290頁)と 述 べ てい る。

統合 失調 症 の時 間 につい て は意見 が様 々 であ る。宮 本(1977)に よる と、「自我 の 空間 がせ ば まる と共 に、

現 在 の厚 み も少 な くなって 、そ の ため次 の瞬 間 さえを も予 見 す る こ とがで きな くな る」(宮本1977,144頁)

とい う現在 の収 縮 と、 「未 来の 全体 が病 者 に向 か って今 に もとびかか って きそ うに感 じられ る」(同 頁)と
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い う未 来へ の恐怖 感 が存 在 す る との こ とで あ る。 昼 田(1989)は 、統 合失 調症 者 が過去 の体 験 を現 在 に生

か せず 同 じ失敗 を繰 り返 す こ とを取 り上 げ 、武野(1994)も 、 「エ ロスの な い無 時 間性 ・無 歴 史性」(武 野

1994,208頁)と い う言葉 で、病 者 の過 去 と現 在 を結 びつけ られ な い傾 向 を表 してい る。またWallace(1956)

は、未 来展 望 を拡 が りと一 貫性 の二 側面 か ら捉 え、統 合 失調 症者 と身体疾 患者 を比 較 し、両 側 面 にお いて

統 合失 調者 が有 意 に低 い得 点 を示す こ とを明 らか に した。GarzaとWorchel(1956)の 調査 か らも、病者 の

見 当識 の大 きな混乱 が指 摘 されて いる。 一方 で 中井(1982)は 、「兆候 優位 性 」や 「微分 回路 」 とい う表 現

で、病 者 の直観 力 の高 さ、つ ま り現 在 のかす か な情報 か ら一 挙 に未来 を予 見 す る とい う傾 向 を述 べ て いる。

いず れ にせ よ、 自己 の不確 実 さが 問題 となる統 合失 調症 におい て は、瞬 間瞬 間が 有機 的 につ なが っ ていか

ず に、特 に未来 は、突 如 と して鮮 明な イ メー ジで押 し寄 せ て くる よ うで あ る。

この他 、離 人性 障害 におい ては 、時計 時 間の経 過 は認 識 で きて もその 実感 が持 て ない現 象が 指摘 されて

いる し(木 村,1994>、 躁状 態 の時 間 リズ ムの早 さ と軽 さ(Pauleikhoff訳 書,1982>も 、時 間 的連続 性 の破
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

綻 の一 型 であ る。 解離性 障害 、特 に解離 性 同一性 障 害 にお いて は、「複数 の意 識や 人格 が いわ ば同 時 に覚 醒
ヘ ヘ ヘ へ

して い る とい う可 能性 」(岡野2007,42頁)が あ り、基 本 的 に同一 の人 格 の中 で時 間的連 続性 が 断絶 され

てい くとい う既 述 の現 象 とは また大 き く異 な ってい る。 人格 交代 の 問、 ホ ス トの 人格 の時 間 は完全 に欠 落

して しま うの であ る。

以上 、 精神疾 患 と時 間 に関す る知 見 は多 くあるが 、統 一 的 な もの と して は木村(1982)の 存 在構 造論 が

著 名で あ る。木 村(1982)は 、 ポ ス ト ・フ ェス トゥム(postfestu瓜 祭 りの後)、 イ ン トラ ・フェス トゥム

(intrafestum、 祭 りの最 中)、 ア ンテ ・フ ェス トゥム(antefestum、 祭 りの前)と い う表 現 で、 うつ病 性

障 害 、て んか ん、統 合失 調 症の 時 間構造 をそれ ぞれ特 徴 的 に捉 えて いる。 フェ ス トゥム とは、祝祭 の意 で 、

「現 存 在 に とって 自己 とい うにふ さわ しい 自己が 輝 か しく実 現 され てい る事 態」(木 村2001,31頁)を 指

す 。

ポス ト ・フ ェス トゥム とは、住 み慣 れ た秩 序 の範 囲 か ら出 よ う としない保 守 的 な生 き方で あ り、未 来 を

未 知 な る もので は な く、 既存 の過 去の デ ー タか ら予 測可 能 な もの と考 え る傾 向 を持 つ。 メラ ンコ リー親和

型 の人が"石 橋 を叩 いて渡 る"の は、"取 り返 しのつ か ない事 態"を 決 して起 こさぬ よ うにす るた めで あ る。

ポ ス ト ・フェス トゥム にお ける最 優先事 項 は 、現在 までの規 定 の路線 を外 れぬ こ とであ り、その 意味 で"過

去 が物 をい う"生 き方 とい える。 また、 イ ン トラ ・フェ ス トゥム とは て んか んに親和 的 な存 在構 造 であ る

か ら、発作 に象徴 され るよ うなそ の都度 の刹 那 を生 きる傾 向 と され て い る。 意識 が 目の 前の 出来事 に強 く

集 中 し、そ の前後 の時 間 的 なつ なが りは乏 しい。 一般 に、 ギ ャ ンブルや 芸術 に没 頭 す る ときの我 々 の時 間

構 造 は イ ン トラ ・フェ ス トゥム的 であ り、時 計 時 間 を忘 れ 、"永遠 の今"を 体 験 す るの であ る。この よ うに、

瞬 間 にお け る意識 の激 しい傾 け方 、お よびそ れ に伴 う意 識 の転導 性 の強 さを イ ン トラ ・フェス トゥムの特

徴 とい う こ とがで きよ う。最 後 にア ンテ ・フェス トゥムで あ るが 、 これ は物 事 の変 化 に過敏 で、 主体性 や

オ リジナ リテ ィを追求 す る生 き方 とされ る。発達 的 には思春 期 ・青 年期 に尖 鋭化 し、 自己実現 を遠 い未来

次 元 に求 め る傾向 で 、換言 す る と、現在 にお いて確 た る 自己が未 成 立で あ る こ とを意味 して い る。統 合失

調 症者 が 、退 院や 結婚 等 重要 な イベ ン トを急 くこ とは有 名 であ るが 、 そ こに は"～ しさえす れば"と い う

よ うに、現 状 の否定 と未来 へ の憧 れが 強 く込 め られて い る。 この意味 で ポ ス ト ・フェス トゥム的存 在構 造

と異 な り、未 来 は大い に未 知 であ り、他 なる もの と体験 されて い る。 それ ゆ え成 功 の可 能性 と、 あ るい は

す べ てが 台無 しにな って しま う可 能性 の どち らもが投影 され る とい え る。

た だ各存 在構 造 は決 して病 的な事 態 のみ を指 してい るので はな く、一 方 に偏 った生 き方 を して い る人が

危 機 に陥 った ときに うつ病 そ の他 の現 象が生 じる とされて い る(木 村,1994)。 健 康 や適応 の 指標 は 、そ れ

ぞ れの存 在 構造 が バ ラ ンス よ く保 たれ て いる こ とであ るが 、病 に よっ て特 定 の構 造 が極 まる ときに、時 間

的 連続性 は著 し く破 綻 す る と考 え られ る。

3-2現 代社会における時間的連続性の断絶

時間 的連続 性 の断 絶 は、個 人 レベ ル に と どま らず 、現 在我 々が 生 きて い る時代 や社 会 の其処 此処 に見 ら

れ る。 ち なみ に前世 紀 は"分 裂病(1)の時代"と して、 「世界 の ア トム化」 や 「人 間 の ア トム化 」(Picard訳

書,1959)、 「シ ゾイ ド人間」(小 此木,1980)と 表 現 され る現 象が 日常 的 に存在 した。 テ レビや ラ ジ オは多
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くの番 組 を次 か ら次 へ と脈絡 な く放 送 し、共 同体 は崩壊 し、 家族 単位 で もプラ イバ シー の概 念 が通 用す る

時代 が始 まったの であ る。 当時 の背 景 を考 え る と、 テ レビや 電話 等 の メデ ィアの発 達 に よっ て、"te正e一(遠

くへ)"と い う志 向性 が 強 ま り、 目の前 の"今 ・ここ"か ら切 り離 された ファ ンタ ジーの世 界 に容易 に移 行

す る こ とが で きた とい え る。終 身雇 用制 め崩壊 等 の社 会 的変 化 もまた、個 人 の歴 史の積 み重 ね を困 難 に し、

臨 機応 変 な姿勢 こそが適 応 とされ る よ うにな った。小 此 木(1980)は 、「人 と人 のか かわ りにつ い てだ けで

な く、内 向的 で 自分 の頭 の 中の 知性 と思 考 を全 能視 し、 現実 感 が弱 くな って きてい る。 その場 そ の場で 偽

りの 自分 を演 じ、 ア ズ ・イ フ的 な生 き方 を し、 自分 の存 在感 が希 薄 に なって い る」(小此木1980,204頁)

と述べ たが 、 こ う した指 摘 は21世 紀 に入 ってか らの状 況 に も十分 該 当す る。

携帯 電話 やパ ソコ ンの出現 に よって、我 々の生 活 は ます ます幾 重 もの構 造 を持 つ よ うにな って きて いるっ

自宅 で家族 と過 ご しなが ら、同 時 にハ ン ドル ・ネ ーム を持 って 自分 の体験 をイ ン ター ネ ッ ト上 に綴 り、携

帯 電話 が 鳴る とそ れ に出て応 じる とい うよ うに、複 数の 人 間関係 を同時 に進行 させ てい くこ とが で きるの

で あ る。 また 、ニ ュ ースで報 道 され る凶悪事 件 に心 を痛 め なが ら、 チ ャ ンネル を変 えて娯 楽番 組 を見 て笑

える 、 とい う ように感情 面 での 飛躍 も激 しい。 さら にこ う した通 信上 の や りと りが嗜癖 化 し、気が つ いた

ら何時 間 もイ ンター ネ ッ ト等 に没頭 してい た とい う こと も多1くあ る。つ ま.り現代 は、分 裂2>は もちろ んの こ

と新 た に解 離3)と い う現象 も頻 発 して い る といえ る。

こう した背景 で は、 当然 の よ うに時 間的連 続性 は成立 しが た い。 か ろ う じて我 々が 自己 と して の ま とま

りを保 ってい られ るの は 、複 数 の 人間関 係 の 中で も軸 足 を置 け る よう な生 きる場 があ り、そ こで他者 と"今 ・

こ こ"を 共有 し、 時 間の経過 を体験 す る こ とに よる。反 対 に、他 者 との相 互作 用 を体験 せ ず して 、時 間的

連 続性 を紡 い でい くこ とは困難 で あ る とい え る。第 二項 で見 た よ うな青年 期 の課題 も、 フ リー ター とい う

言 葉 に代 わ ってニ ー トとい う言 葉が 聞 かれ る よ うにな り、不 登校 の み な うず ひ き こ も りも多 く存在 す る よ

うにな った今 、そ の実現 は以前 に も増 して 困難 に な ってい る印 象が あ る。 これ らはみ な 、 自己内部 に撤 退
ノ す るこ とであ り

、 自己 を照 ら し返 して くれ る他 者 との関 わ りが持 ちに くい状態 で あ る と考 え られ る。

4、 心理療法における時間的連続性 とは一統合失調症の時間を参照に

ここ まで様 々 な角度 か ら時 間的連 続性 の 断絶 を取 り上 げ て きたが 、以 下で は心理 療 法 の実際 におい て、

どの よ うに時 間的連 続性 を回復 してい くの か とい う点 を検討 したい。 また本 項で は特 に統 合失 調症 に焦 点

化 して論 を進 め る。 そ れ は この 病 にお いて 、「自己 の 自己性 の不 確実 さ」(木村1982,74頁)が すべ ての症

状 の底 流 にあ り、 ア ンテ ・フェス トゥム とい う事 態 もまた 、 自己が他 有 化 され まい と先手 を打 つ(未 来 に

お け る華 々 しい 自己実現 を 目指 す)と い う、時 間 と自己 の根 本的 問題 を有 してい るか らで あ る。 そ'れゆ え、

統 合失 調症 者 の時 間的連 続性 を どの よ うに捉 え、 また 回復 して い くのか を考 え る こ とは 、心理 療法 を訪 れ

るすべ て の クラ イエ ン トの 治療 的変 化 に到 る道 であ る と筆者 は考 えるの であ る。

4-1ア ンテ ・フ ェ ス トゥム とい う形 の 未 来 との 接 触

冒頭 で述 べ た よ うに、我 々 は絶 えず新 しい瞬 間 に立 ち会 い続 けて お り、 また その こ とそれ 自体が 我 々の

時 間産 出 的な行 為 であ る。 そ して未 知 な る もの を組 み込 んで 、 その都 度"私 と して の ま とま り"を 維持 し

てい くとい うこ とが 自己更新 で あ る と も述べ た 。統 合失 調症 で は、 この未 知 の瞬 間 を 自分 の もの と して確

実 に組 み込 ん でい くこ とが非 常 に困 難で あ る。病 者 は常 に、 自己が それ 以外 の もの に他 有 化 され うる とい

う危険 な可 能性 に さら され てい る(木 村,2001)。 「いつ も気 を張 ってい ない と、他 人 が どん どん私 の 中 に

入 っ て来 て、私 とい う もの が な くな って しま う」「い つ も先手 先手 で考 える こ とに心 掛 け てい ます。 相手 に

先 を読 まれた ら敗 けです か ら」(木村1982,71頁)と い う言 葉 か らは、 まさ に次 の瞬 間 にお いて 、 自己が

自己 と して実現 され るか否 か とい う瀬戸 際 の切 迫感 が伝 わ って くる。

また先 に見 た統合 失調 症 の時 間論 につ い て全体 的 傾向 を述 べ るな らば 、過去 や未 来 が きち ん と私 有 され

て い ない 、つ ま りどこか他者 性 を帯 び てい る とい う ことがい え る。つ ま りア ンテ ・フェ ス トゥム 的存在 構

造 の根本 的な メ カニ ズムで あ る 自己 が非 自己 か ら切 り分 かれ て成 立す る こ との困難 さが 、場合 によ っては

自己が他 有 化 され て しまうこ とが 、結果 と して過 去 や未 来 を私有 で きな い こ とにつ なが って い る。 陽性 症
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状 であ れ ば、作 為体 験 や思考 奪取 、 自我 漏洩 体験 等 の形 で、 意 図や行 動 とい う私 的 な領域 に他 者性 が入 り

込 んで くる し、陰性 症状 の場 合 は 、そ の人 の過去 や 未来 、 ひい ては周 りの事物 までが他 者性 を帯 び、時 空

間 が圧倒 的 に狭 め られ た結 果 、無 為 自閉の様 相 を呈 す る もの と思 わ れ る。実 際病者 は死 の不 安 やユ ー トピ

ア的 な幻 想 を未 来 に投 影 で きて も、 アルバ イ トを どうす るか等 とい う近 々の 未来 をプ ラ ンニ ングす るこ と

が 非常 に不 得 手で あ る(村 田,2005)。 未 来 は現 在 の努力 の上 に成 り立つ もの で あ り、主体 的 な決定 に よっ

て選べ もす る とい う時 間 的連続性 の感覚 が持 ちに くい ので あ る。 ア ンテ ・フ ェス トゥム が一 つの 防衛機 制

であ る こ とを考 える と(木 村,1991)、 そ れは他 者性 の影 が よ ぎらない うちに無垢 な未来 を目指 し、 自分 の

方 が先 に滑 り込 もう とす る姿勢 で あ る とい うこ とがで きる。 しか しこの よ うに常 に臨戦 態勢 であ る と、心

身 は消 耗せ ざる をえず必 然 的 に現 在 は痩 せ た貧 しい もの とな って しまう。何 者 に も出 し抜 か れぬ よう先 手

を打 ち続 ける こ とは ど こか強迫 的 なパ ター ンの繰 り返 しで あ り、実感 を伴 った内 的体 験 と して堆積 してい

きに くい。 そ して この よう に未 来 との 関 わ りが 自他 の攻 防戦 で あ る とす る な らば、現 在 の生活 を支 える過

去へ の フ ァン タジーが必 要 とな って くるか も しれ ないが 、 それ につ いて は次 項 で述べ た い。

4-2ノ スタル ジーとしての個人を超えた過去

Jacoby(訳 書,1988)に よる と、 ノス タル ジー とはギ リシア語 のnostos(帰 郷)とalgos(苦 痛)に 由来

し、過 去へ の憧 憬 や"失 われ た時"を 呼 び戻 した い とい う哀切 な る願 い を意 味す る とい う。 ここで の要点

は、 かつ てあ り しものの不 在 が まず前提 され てい る とい う こ とで ある。 もち ろん ノス タル ジー は具体 的 な

故 郷 や母 親等 を前 に湧 き上が る こ と もあ るが 、生 涯 を通 じて 内的 な フ ァン タジー と して我 々の心 に宿 るこ

と もあ り、 その 中 には集 合的 無意 識(4)レベ ルg)も の も多 く含 まれ てい る。Jacoby(訳 書,1988)は 、 人生早

期 か ら母 親 との 間で 強い 葛藤 を体 験 しつ い に温か く保 護 され る こ との なか っ た人 々が 、そ れで も母 親 に対

して郷 愁 の念 を抱 く現 象 に触 れ 、「(その郷 愁 の対 象 は)外 部 の現実 には ないか 、 もはや な くなった もの 、

お そ ら くは は じめか らまっ た くなか った もの であ る」(Jacoby訳 書1988,23頁)と 指 摘 し、我 々の心 には、

「葛 藤 を知 らぬ 一体 的現 実 の なかで の手厚 い 保護 へ の憧 れ」(同 頁)が 存在 す る と説 く。

この原 初へ の ノス タル ジー、楽 園願 望 はあ くまで も内 的 な ファ ンタジ ーで ある ため 、 これ に葱 か れて現

実認 識 が う ま くい かな かっ た り、あ るい は現 実 との落 差 に幻 滅 した りとい うこ と もあ りうるが 、「心 理学 見

地 か らい う と、た とえ どん な錯覚 や退 行 的願 望 を伴お う とも、 良 き母 親へ の憧憬 が 、 まるで逆 の現 実体験

に もか かわ らず 生 き続 けて い る とい うこ とは、 きわめて 重要 であ る」(前掲 書,22頁)と いえ る。 そ こに は

他者 や 世界へ の根 本 的 な信頼 の可 能性 が 感 じられ、 ま た心 理 療法 にお い てそ れが セ ラ ピス トに向 け られる

こ とは治療 的変 化 の きっか け とな りえ るか らで あ る。 筆 者 の研 究 で も、母 親 に保護 され てい た幼 少 時 のエ

ピ ソー ドを語 った イ ン タビュ イーが 数 名見 られ 、そ の どれ もが"あ の頃 は よか った"と い う肯 定 的な イ メ

ー ジで あ った(村 田
,2005)。 統 合失 調症 者 の内 的 な母親 イメ ージ につ い て は、今 後研 究 して い く余 地 が大

い にあ るが 、 楽園願 望 の少 な くと も肯定 的側 面 に 関 しては 、心 が病 んで もなお潜 在 し続 ける とい う 「健 康

な対象 関係 を持 つ 能力」(土 居2003,117頁)に つ なが っ てい くもの と考 え られ る。

我 々 は普 段 、 自然や 芸術 、 ある いは毛 布 や暖 か い飲食 物 に触 れ た ときに も、 ノス タル ジ ッ クな安 息 の思

い や保 護感 をおのず と抱 くが、 そ う したニ ュ アシ スを、"今 ・こ こ"の クラ イエ ン トー セ ラ ピス トの関係 に

も生起 させ る こ とは大 変重 要で あ る。精 神病 者へ の温 か な治 療的 接近 を試 み たSchwing(訳 書,1966)も ま

た、母 親の 昇華 された献 身準 備性 であ る"母 なる もの"こ そが 、病者 の深 い傷 を癒 し健 康 に至 る道 を解 放

す る もので あ る と述 べ た。 治療 関係 におい て楽 園願望 をあ る程度 満 たす こ とは、 クラ イエ ン トを支 え る内

なる力 動 と して未 来へ のエ ネルギ ー につ なが るので は なか ろ うか。

4-3存 在することの連続性を可能にしていくために

治療 関係 にお けるセ ラ ピス トの根 本 的役 割 を考 え させ て くれ る もの と して、Winnicottの 次 の 言 葉が あ

る。「時 間 を流 れ させ るの は母親 の役 目であ り、母親 の代 理 的 な 自我機 能 の一 側面 で もあ る。 しか しや が て

幼 児 は 、最 初 は わず か の時 間 しか続 か ない もの の、 自 らの時 間感 覚 を持 つ よ うに な る」(Abram訳 書

2006,68頁)。 これ まで時 間 的連続 性 の断 絶 を見 て きたが 、この言 葉 に よって 明 らか とな る視 点 が一 つ ある。

それ は心理 療 法 におい て、 時 間 を産出 す る機 能 と して セ ラ ピス トが まず そ こに居 続 ける こ とであ る。 それ
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はの ち にク ライエ ン ト自身 の 「存在 の 連続性(ContinuityofBeing)」(Wi皿icott訳 書1977,52頁)の 感

覚 につ なが ってい くとい える。

Winnicottが ご く単 純 に"存 在 す る こ と(being)"と 表現 したの は、 乳児 が母 親 とい う環境 に よ って抱 え

られ 、個 人で は な くユ ニ ッ トと して あ る とい うこ とに よる。つ ま り乳児 の 時間 の発 生 は、 まず は母親 であ

る環境 の 内的時 間の 刻 み とその連 続性 に依 存 す る。 そ こか ら次 第 に、乳 児 自身 の 「存 在 の連 続性 」が 培 わ

れ、創 造的 に生 きる能力 や遊 ぶ 能力 とい う自己感 が発 達 して い くので あ る(Abram訳 書,2006)。

ところが 心理 療法 の 開始 時 におい て 、ークラ イエ ン トとセ ラ ピス トが この ような母子 ユ ニ ッ トの感覚 をす

ぐに持 て る とは限 らない。 クラ イエ ン トの時 間 的連続 性 はそ れ まで に損 傷 して お り、 セ ラ ピス トは その構

・造 を理 解す るの にまず非 常 に苦心 す るか らで あ る。 それ ゆ えまず セ ラ ピス トに求め られるの は 、 自分 の時

間的連 続性 の 中 に とど まらず、 あ えて ク ライエ ン トの生 きてい る時間 的連 続性 を半 ば体験 す るつ も りで想

像 してい くこ とで あ る。「分 裂病 者 と真 に出 会 うため に は、精神 科 医の 側で も自己 の ア ンテ ・フェ ス トゥム

的意識 の 窓 を開け な くて はな らない」(木村1982,122頁)と い う言葉 に見 られ る よ うな、時 間 のチ ュー ニ

ングが必要 とな って くる。、それ は世 界 を、相 手 の内側 か ら見 つめ てい く試 みで もある。 こ うした抱 え る環

境 が 整 って初 めて 、面接 で 生 じる もの を共 に眺 め る行 為 が可 能 にな り、次 第 に リアル タイムで言 葉 の意味

や感情 をや りと りす るこ とがで きるの では ない か と思 われ る。

もち ろん こ う した道 程 は容 易 な もの で はない 。 しか しクラ イエ ン トが生 き生 き とした体験 、創 造 的 な行

為 をす る とき、セ ラ ピス トの側 に も存在 の充 実感 の ような ものが並 行 して起 こ るはず であ る。 それ はか け

が えの ないユ ニ ッ トと して両者 がつ な がれ た結果 で あ り、次項 で 述べ る"め ぐ りあい"の 問 題 に も関わ っ

て くる。

4-4共 に 生 き、 つ なが れ て い くこ と

本論 の 出発 となっ た 「誕生 と死 との問 の現 存在 の伸 張(Erstreckung)」(Heidegger訳 書1963,304頁)

とい う視点 に立 ち戻 る と き、心 理療 法 にお ける クライエ ン トとセラ ピス トの 出会 いは どの ように考 え られ

るだ ろ うか。両 者 が面接 室 で出 会 う とい うこ とは、交 わる はず が なか ったか も しれな い互 いの 人生が 絡み

始め 、時 間的連 続性 が 重 ね合 わ さって い くことであ る。 そ の事 実 は 、単 な る出会 いで は な く"め ぐ りあ い"

と呼べ るほ ど重 み の ある もので あ り、面 接 室 はあ る意味 で特権 的 な磁 場 とな りえる6

しか し特 に統 合失 調 症 にお いて 、他者 の 問題 は大 きい。 とりわけ先 述 したユ ニ ッ トが消失 しか け自他 の

区別 が明 らかに なっ て くる と、 自己 と独立 した他 者 の思 考 や感情 の存 在 に気づ くこ と にな り、 た ちま ちそ

れ は コン トロー ル不 能 な迫 害 的 なイ メー ジ を取 る こ と もあ る。 ただ そ こで問題 とな るの は、未 知 なる もの

と しての他 者 で ある。 統合 失調 症 の幻聴 が 見知 らぬ 他者 の声 で ある こ とが 多 い こ とか らも(原 田,2006)、

不特 定で 無 名の他 者 が もっ と も脅威 とな る ようで あ る。 そ れゆ えセ ラ ピス トは クラ イエ ン トに とって 、で

きるだ け明確 な輪 郭 を持 っ た存 在 と して映 って いか な くて はな らな い。原 則 的 に決め られ た時 間や場 所 で

しか 会 わな い とい う治 療枠 は、対 象 と して のセ ラ ピス トの所 在 を示す 意味 で大 変有 効 であ ろ う。

断 絶 され た時 間的連 続性 の 回復 は容 易で は ない。 そ れで も面接 回数 を重 ね、両 者の 信頼 関係 が深 まって

くる と、「た だ 『な ん じ』が 現存 してい る こ とに よって のみ 、現在 は現 在 とな る」(Buber訳 書1979,21

頁)、 「向か い合 いの状 況 は、 時 間の実現 その もの であ る」(L6vinas訳 書1986,73頁)と い う時 間創作 的

な関係が 生 まれ る こ ともあ る。時計 時 間で は な く、互 いが差 し向か い、語 り、沈 黙す る とい う行為 そ の も

の に我 々が 時間 の流 れ を読 み取 る と き、共 に時 間的 連続 性 を紡 いで いる とい う地平 が立 ち現 れ るの であ る。

機械 的 に クラ イエ ン トに過 去 や未来 を語 らせ る こ とで運 続性 を回復 させ るの で はな く、セ ラピス ト自身が

コ ミ ッ トして両者 が 今 ま さに連 続 的 に生 きてい るこ とを共 有す る こ とが必 要 で ある。 つ ま り、 クラ イエ ン

ト個 人 の時 間的連 続性 を客観 的 に眺め 、 その縦 のつ なが りが回復 す る よ う働 きかけ てい くだ けで は不十 分

で あ り、両者 の横 の つな が りを大切 に、協 同 して 同 じ時 間 的連続 性 を育 んで い けるか とい うこ と も問 われ

て くるので あ る。

ア ンテ ・フ ェス トゥム的 に未 来 に先 手 を打 ち続 け るこ とは、疲 労 す るだ けで な く、非常 に孤 独 な作業 で

あ る。 しか し、一 瞬 ご との未来 との接 触面 を共 に生 きる他 者が いた と した な らば、 また異 な った未 来 との

出会い方 が 開 けて くるの で はない だ ろ うか。 また"今 ・・こ こ"に しっか り とつ ながれ てい るか らこそ 、過
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去 に対 して も新 たな意 味付 けが可 能 とな る。

筆 者 が時 間的連 続性 と定 義 した、「過 去 ・現在 ・未 来 の重 みが 個 人の 中で ほ ど よ く統 合 され てお り、個 人

が昨 日 まで の 自己 を しっか りと引 き受 け、 未来 を志 向 しつ つ も現 在 を主体 的 に生 きる状態 」 は、心 理療 法

の 目標 と考 え るに はあ ま りに も実 現 困難 な課題 で あ る。 しか しなが ら、 クラ イエ ン トとセ ラ ピス トの 関係

性 とい う軸 が さ らに加 わ って くる心理 療法 で は、 時間 的連続 性 を"協 同 して創 る"と い う新 た な次 元 を可

能 とす るの で はない か。 この ような作 業か ら導 き出 され るのが 、未 来や 過去 は ア プ リオ リに存 在 して い る

の で はな く、そ の都 度 、"今 ・ここ"で そ れ らが いか ように も立 ち現 れる(現 在 か らの意味 付 け に よって、

そ の都 度新 し く生起 す る)と い う実感 で あ る と思 われ る。

5、 お わ りに

時 間 と自己の密 接 な 関係 を前 提 と して 、特 に時 間的連 続性 とい う点 に着 目 して論 を展 開 して きた。 時間

的連 続性 は、健康 や発 達 の指標 とな りうる客観 的 な アセ ス メン ト概 念 であ る と同時 に 、心 理 療法 で はそ の

構築 が ク ライエ ン トとセラ ピス トが行 う作 業 その もの であ る とい える。

本 論 の前 半部 で は、主 に青 年心 理学 、発 達心 理 学お よび精神 医学 領域 の 知見 を紹 介 した。 時 間的連 続性

とレ}うキ ー ワー ドを手 がか りに、そ の多様 な現 れ 方 を概 観 し、 筆者 な りの 定義 を提 出 した。 しか しなが ら

何 を もって適 応 や健康 とい うか は、時 代 や文化 的 な背 景 に よつて変 化す るこ と も多 く、 この 定義 もまた一

義 的 な もの であ る こ とは否 めな い。 い うなれ ば人 の数 だ け様 々な形 の 時間 的連続 性 が あ り、 互い に異 なっ

てい て も共 に適応 的 で ある とい うこ とも十 分考 え られ る のであ る。

第4項 で は、「楽 園 願望」や 「母 な る もの」、「存在 の連 続性 」等 、人生 最 早期 に関係 深 い理 論 を援用 した

が 、 これ はそ もそ も我 々の時 間 の発生 が どの ような もので あ った か を再 考 す るため で もあ った。 我 々は平

素 、時 計時 間や リニ ア的 な過 去 ・未来 モ デ ルに支 配 され てい るが 、 よ り本 来的 な時 間 は、他 者 との相 互作

用 におい て、生 き生 き と した実感 を味 わえ た と きに生 じてい る もの なので あ る。

誕生 した瞬 間 に 「死へ 臨 む存在 」(Heidegger訳 書,1963)と な り、一瞬 ご とに自己更 新 して いか な くて

はな らな い とい う我 々の生 命活動 は 、あ る意味 で非常 に孤 独 な作業 で あ る。 しか し、 こ う した孤 独 な営 み

を支 えて くれ る もの と して 、そ の軌跡 を照 らし返 して くれ る ような他 者 の存在 が挙 げ られ る とい える。心

理 療法 や カ ウ ンセ リング は、 と もす れ ばセ ラ ピス トに よる クラ イエ ン トへ の援助 とい う一方 通行 の図式 で

捉 え られが ちで あ るが 、セ ラ ピス トの側 で も、 ク ライエ ン トと共 に時 間的 連続性 を紡 ぐ中 で、 それ を通 し

て しか到 りえないで あ ろ う 自分 自身 の内 面 に出 会 うこ と もあ る。他 者 に開 かれ た時 間 とい う ものの存 在 を、

セ ラ ピス ト側 もまざ まざ と実 感 させ られ る こ とが 、心 理療 法の 真髄 で あ る と思 わ れる。

【注】

(1)2002年 に 「精神分裂病」か ら 「統合失調症」 に病名変更が行 われているが 、それ以前 に発刊 された文献 に関 し

ては特 に呼称は変 えず、そのまま引用 ・記載 を した。

(2)分 裂…対象や 自己についての良い幻想 と悪い幻想 を別個の ものと して隔離 して しまうこ とを指す。

(3)解 離 …記憶や意識や アイデ ンテ ィティ等 を統合す る精神 の能力が、一時的に失われて しまう状態 であるとされ

る。

(4)集 合的無意識…Jung,C.G.の 概念で、文化 や時代 を問わずに入間の心 に普遍的 に存在す る無意識領域 とされ

る。世界各地の神話や、夢 のモチ ーフ等の共通性はすべ てここに由来するとされている。
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AS加dyonTimeContinuityoftheSelfintermsofCHnicalPsychology.

MURATANaoko

TiInehasadeepco照ectionwithourlives,frombifthtodeath.Therefbre,theachievement

oftimecontinuityisanessential.component.ofegoldentityandautonomy.Emergenceofthis

pheUomenonisoneoftheindexesofpsychological.developmentandmentalhealth.

This.paper,atfirst,examinesthetimecontinuityofsel五fbcusingontimeperspectivestudies

andpsychiatrictheories.Furthermore,theauthorref6rstothemechanismsOfsplittinganddis-

sociationinmodernJapan,3nddiscuss$thedif丘cultyofachievementoftimecontinuityipour

SOClety.

Ontheotherhand,themostimportantthinginpsychotherapyistherelationshipbetweena.

clientandatherapist.Atherapistisrequiredtosharethesame.timewithaclientduringther-

apy.Indevelopingthetheoreticalframefbrthisanalysis,theauthorprovidedsomeinfbrma-

tion,fbrexample,Schwing's"DieMutterlichkeit"(themotherhood).",Jacoby's"Seh耳suchtnach

demParadies'1(thewishf6raparadise).",andWinnicott's"continuityofbeing.",andemphasized.

theimportanceofaclientandatherapistcooperativelycreatingthesametimecontinuitydur-

ingtherapy.T6progress,encounterthefuture,andrenewoneselfeverymomentoftenconsti-

t・tesa・ne-m・nw・ ・kH・w・v・ ゆeauth・rc・n・idered
,th・tth・pre串 ・・ceOf…therp・r・ ・n・n-

ablescrea亘ngnewpossibilitiesf6rthiswork.


